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一
．「
反
」
逆
―
中
国
体
験
と
い
う
『
三
体
』
三
部
作
を
貫
く
精
神
の
中
核

　

そ
の
温
和
な
人
柄
や
人
懐
っ
こ
い
風
貌
か
ら
劉
慈
欣
は
、
中
国
の
Ｓ
Ｆ
界

お
よ
び
『
三
体
』
の
愛
読
者
の
間
で
「
大
劉
」（
ダ
イ
リ
ュ
ウ
）
と
親
し
ま
れ

て
い
る
。
だ
が
、
劉
お
よ
び
彼
の
作
風
を
思
い
出
す
た
び
に
、
筆
者
の
脳
裏
を

掠
め
る
の
は
、
む
し
ろ
穏
や
か
で
な
い
「
反
」
と
い
う
大
き
な
漢
字
だ
っ
た
。

見
て
の
通
り
、
こ
の
原
稿
も
ま
た
、
一
種
の
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
、「
反
」

骨
か
ら
始
ま
っ
て
「
反
」
逆
、「
反
」
乱
、「
反
」
省
と
い
う
順
に
な
る
だ
け

で
な
く
、『
三
体
』
シ
リ
ー
ズ
に
因
ん
で
三
部
構
成
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
劉

の
反
骨
精
神
は
、
ま
ず
も
っ
て
彼
が
堂
々
と
欧
米
の
Ｓ
Ｆ
先
駆
者
た
ち
が
共

通
の
課
題
と
し
て
、
一
世
紀
以
上
も
の
間
、
取
り
組
ん
で
き
た
「
科
学
技
術

の
飛
躍
的
な
進
展
に
対
す
る
再
考
」
と
い
う
大
き
な
流
れ
に
抗
す
る
こ
と
に

体
現
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
今
年
の
一
月
八
日
（
現
地
時
間
）
に
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
よ
る
元
米
大
統
領
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
永
久

凍
結
に
触
発
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
大
手
ハ
イ
テ
ク
企
業
に
よ
る
社
会
的
統

制
へ
の
危
惧
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
１
９
８
４
』
の
再
読
は
密

や
か
に
ブ
ー
ム
と
化
し
て
い
っ
た
。
欧
米
の
読
者
か
ら
す
る
と
、
科
学
技
術

へ
の
過
信
か
ら
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
が
描
く
悪
夢
の
よ
う
な
世
界
は
、
危
う

く
現
実
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
る
で
事
件
を
先
取
り
し
た
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス

（N
etflix

）
は
、
昨
年
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
監
視
資
本
主
義
―
デ

ジ
タ
ル
社
会
が
も
た
ら
す
光
と
影
』（
原
題
：T

he Social D
ilem

m
a, 2020

）

を
公
開
し
た
。
過
剰
に
発
達
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
大
き
な

脅
威
と
な
っ
て
社
会
を
蝕
む
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
が
、
何
一
つ

実
用
的
な
対
応
策
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
科
学
技
術
を
武
器
と
す
る
資
本
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に
よ
る
利
潤
追
求
が
狂
乱
し
た
な
か
、
民
衆
に
よ
る
組
織
的
な
反
抗
は
も
う

不
可
能
な
の
か
。
こ
の
先
は
暗
い
。
そ
の
な
か
で
、
大
劉
は
、
黄
金
時
代
の

ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
を
髣
髴
と
さ
せ
る
ほ
ど
科
学
的
な
創
作
ア
ジ
ェ

ン
ダ
に
固
執
し
て
い
る
。
時
代
錯
誤
的
に
見
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
だ
が
い

く
ら
技
術
を
否
定
し
よ
う
と
も
、
我
々
の
生
活
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩

か
ら
の
恩
恵
を
受
け
て
確
実
的
に
便
利
に
な
っ
て
い
く
。
コ
イ
ン
の
裏
表
の

メ
タ
フ
ァ
ー
を
使
え
ば
、
闇
の
ほ
う
に
人
々
が
不
安
か
ら
思
わ
ず
目
を
向
け

て
し
ま
う
現
在
、
劉
は
そ
の
信
念
か
ら
一
貫
し
て
光
の
ほ
う
に
視
線
を
注
ぐ
。

こ
の
よ
う
な
劉
の
姿
勢
か
ら
、
海
外
の
読
者
は
、『
三
体
』
三
部
作
お
よ
び
そ

の
ほ
か
の
短
編
作
品
の
な
か
に
潜
む
一
種
の
「
新
鮮
な
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
」
を
読

み
取
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
「
新
鮮
な
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
」
感
は
、
劉
の
創
作
法
、

具
体
的
に
言
え
ば
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
Ｓ

Ｆ
の
遺
産
を
継
承
し
な
が
ら
も
中
国
の
特
殊
的
な
歴
史
体
験
を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
れ
か
ら
、
近
現
代
中
国
の
現
実
に
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、
海
外
で
は
「
中
国
Ｓ
Ｆ
の
神
」
と
呼
ば
れ
る
劉
の
創
造
性
（
ク

リ
エ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

　

一
．
一　

�

相
似
と
相
違
―
劉
慈
欣
が
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
へ
の

中
国
の
答
え

　

中
国
国
内
で
は
「
当
代
Ｓ
Ｆ
第
一
人
」
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
た
劉
慈

欣
は
、
二
〇
〇
六
年
に
『
三
体
』
の
連
載
を
は
じ
め
、
二
〇
一
〇
年
に
つ
い

に
三
部
作
を
完
結
さ
せ
た
。
主
に
人
類
文
明
と
三
体
文
明
の
交
流
と
拍
殺
を

描
く
『
三
体
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
紛
れ
も
な
く
中
国
Ｓ
Ｆ
の
一
里
塚
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
も
し
そ
の
誕
生
を
実
際
に
文
字
化
さ
れ
た
二
〇
〇
六
年
で
は
な
く
、

着
想
を
得
る
時
点
だ
と
す
れ
ば
、『
三
体
』
の
起
源
を
た
ど
る
に
は
時
空
的
に

一
九
八
一
年
の
あ
る
冬
の
夜
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
我
々
が
目
撃
す
る
の
は
、
劉
慈
欣
と
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク

の
、
や
や
陳
腐
に
聞
こ
え
る
が
運
命
的
な
出
会
い
だ
っ
た
。『
２
０
０
１
年
宇

宙
の
旅
』（
原
題
：2001: A

 Space O
dyssey, 1968

）
を
読
み
終
え
た
劉
は
、

自
宅
か
ら
外
に
出
て
、
頭
上
の
星
空
を
見
上
げ
な
が
ら
次
の
よ
う
な
感
嘆
を

も
ら
し
た
。

「
突
然
感
觉
周
围
的
一
切
都
消
失
了
，
脚
下
的
大
地
变
成
了
无
限
伸
延

的
雪
白
光
滑
的
纯
几
何
平
面
，
在
这
无
限
广
阔
的
二
维
平
面
上
，
壮
丽

的
星
空
下
，
只
有
我
一
个
人
站
着
，
孤
独
地
面
对
这
人
类
头
脑
无
法
把

握
的
巨
大
的
神
秘
。」

（
日
本
語
訳
筆
者
：
周
囲
の
す
べ
て
が
突
然
消
え
て
、
足
元
の
大
地
は

限
り
な
く
延
び
て
い
る
真
っ
白
で
滑
ら
か
な
純
幾
何
学
的
平
面
に
な
っ

て
、
こ
の
無
限
に
広
が
る
二
次
元
平
面
の
上
、
壮
麗
な
星
空
の
下
で
、

私
一
人
だ
け
が
立
っ
て
い
て
、
こ
の
人
間
の
頭
で
は
把
握
で
き
な
い
巨

大
な
神
秘
に
孤
独
に
直
面
し
て
い
る
。）

　

ク
ラ
ー
ク
の
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
を
読
む
こ
と
は
劉
に
と
っ
て
い

わ
ば
最
大
な
文
学
体
験
と
な
り
、
そ
れ
以
来
、「
整
个
世
界
在
他
眼
中
就
彻
底

改
变
了
模
样
，
写
一
部
中
国
的
科
幻
小
说
成
了
他
最
大
的
梦
想
」（
日
本
語

訳
筆
者
：
彼
の
目
の
中
で
世
界
が
一
変
し
、
中
国
の
Ｓ
Ｆ
小
説
を
書
く
こ
と

が
彼
の
最
大
の
夢
と
な
っ
た
）
と
い
う
。
つ
ま
り
、
劉
は
、
ク
ラ
ー
ク
流
の

「
中
国
」
式
の
Ｓ
Ｆ
小
説
の
執
筆
を
思
い
つ
い
た
。『
三
体
』
三
部
作
は
、
そ

の
延
長
線
上
で
生
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

墓
碑
銘
に
示
さ
れ
た
通
り
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
は
、
生
涯
「
成

（
1
）

（
2
）
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長
」、
と
く
に
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
う
人
類
社
会
の
「
成
長
」
を
信
じ
て

疑
わ
な
い
Ｓ
Ｆ
作
家
だ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
科
学
主
義
を
標
榜
す
る
ク
ラ
ー
ク

の
作
品
に
は
、
つ
ね
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
膨
大
か
つ
詳
細
な
描
写
が

施
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
科
学
重
視
と
い
う
ク
ラ
ー
ク
の
創
作
姿
勢
は
、
Ｓ

Ｆ
史
に
お
け
る
典
型
的
な
も
の
の
一
つ
だ
と
い
え
よ
う
。
Ｓ
Ｆ
に
は
従
来
科

学
を
賛
美
し
、
そ
の
進
展
を
楽
観
視
す
る
と
い
う
科
学
主
義
と
、
科
学
技
術

を
警
戒
し
、
そ
の
社
会
的
影
響
を
省
み
る
、
い
わ
ば
、「
反
」
科
学
主
義
的

な
思
想
が
あ
っ
て
、
そ
の
二
つ
の
思
想
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
独
特
な
Ｓ
Ｆ
文

学
的
思
潮
が
形
成
さ
れ
た
よ
う
な
ふ
し
が
あ
る
。
し
か
し
、
劉
と
ク
ラ
ー
ク

は
、
二
人
と
も
時
代
の
流
れ
が
反
科
学
的
な
段
階
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
自

分
の
考
え
を
堅
持
し
、
科
学
技
術
を
Ｓ
Ｆ
小
説
の
創
作
の
核
心
内
容
と
し
て

い
た
。
題
名
と
な
る
「
三
体
」、
つ
ま
り
、
三
体
問
題
自
体
が
古
典
力
学
の
一

つ
の
構
想
で
あ
る
上
に
、『
三
体
』
三
部
作
は
人
工
冬
眠
技
術
、
強
い
相
互
作

用
力
な
ど
の
大
量
の
科
学
的
要
素
へ
の
詳
細
を
き
わ
め
る
描
写
で
綴
ら
れ
て

い
る
。『
三
体
』
の
読
者
は
そ
こ
で
科
学
の
衝
撃
を
感
じ
、『
三
体
』
と
い
う

ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
く
。
中
国
国
内
の
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
、『
三

体
』
に
描
か
れ
た
科
学
技
術
の
実
現
可
能
性
を
め
ぐ
る
論
戦
が
絶
え
間
な
く

繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
二
〇
一
五
年
に
正
真
正
銘
な
理
論
物
理
学
者
李
淼

に
よ
る
《《
三
体
》
中
的
物
理
学
》（
日
本
語
訳
筆
者
：『『
三
体
』
の
な
か
の

物
理
学
』）
と
い
う
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
李
は
、『
三
体
』
の
内
容
を
起
点
と
し

て
、
物
理
学
的
な
見
地
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
と
相
対
論
を
筆
頭
に
量
子
力

学
か
ら
弦
論
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
話
を
展
開
し
た
。
李
の
評
に
よ
る

と
、
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
『
三
体
』
の
な
か
の
科
学
に
お
け
る
信
憑
性
は
、
下
記
に

な
る
と
い
う
。

（
3
）

（
4
）

「《
三
体
》
中
的
科
学
破
绽
占
50
％
甚
至
更
多
，
这
就
是
我
们
和
西
方
科

幻
作
品
之
间
的
差
距
。」（
日
本
語
訳
筆
者
：『
三
体
』
で
は
科
学
の
破
綻

は
五
〇
％
以
上
も
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ
と
欧
米
の
Ｓ
Ｆ
作
品

の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
だ
。）

　

人
工
衛
星
の
的
確
な
描
写
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
予
測
が

現
実
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
地
球
同
期
衛
星
の
軌
道
ま
で
も
が
ク
ラ
ー
ク

の
名
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
、『
三
体
』
の
な
か
の
技
術

描
写
は
い
さ
さ
か
科
学
的
な
厳
密
性
に
欠
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実

際
の
科
学
者
ま
で
関
心
を
惹
か
れ
た
こ
と
は
、「
科
普
」（
科
学
的
概
念
を
普

及
さ
せ
る
）
と
い
う
劉
が
『
三
体
』
を
書
く
上
で
の
大
き
な
目
的
が
達
成
し

た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、『
三
体
』
が
Ｓ
Ｆ
「
小

説
」
で
あ
っ
て
、
科
学
「
論
文
」
で
は
な
い
こ
と
だ
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『『
三
体
』
の
な
か
の
物
理
学
』
の
推
薦
文
の
な
か
で
、

劉
慈
欣
は
科
学
と
文
学
の
関
係
性
に
自
ら
言
及
し
、
は
っ
き
り
と
「
科
学
能

够
给
处
于
困
境
中
的
文
学
带
来
丰
富
的
故
事
资
源
」（
日
本
語
訳
筆
者
：
科
学

は
苦
境
に
陥
っ
た
文
学
に
豊
か
な
物
語
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。）
と
述
べ

た
。
劉
が
口
に
し
た
「
苦
境
に
陥
っ
た
文
学
」
と
は
、
つ
ま
り
、
脱
構
築
と

パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
の
繰
り
返
し
で
高
度
な
形
式
化
を
遂
げ
た
現
代
の
主
流
文

学
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
全
般
の
こ
と
だ
。
そ
の
内
容
が

晦
渋
か
つ
支
離
滅
裂
で
あ
る
た
め
、
一
般
人
に
は
手
の
届
か
な
い
存
在
と
化

し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
劉
の
立
場
に
立
つ
と
、
科
学
は
文
学
に
前
衛
的
、

先
鋭
的
で
あ
り
な
が
ら
、
大
衆
と
直
結
す
る
道
（
ル
ー
ト
）
を
示
し
て
く
れ

る
。『
三
体
』
三
部
作
に
お
い
て
、
劉
は
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
拠
点
に
想

像
の
翼
を
広
げ
な
が
ら
、
ク
ラ
ー
ク
流
の
壮
大
な
叙
事
法
で
読
者
の
心
を
鷲

（
5
）

（
6
）
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掴
み
に
し
た
。
劉
に
と
っ
て
、
科
学
は
文
学
の
「
解
放
」
で
あ
っ
て
、
決
し

て
「
束
縛
」
で
は
な
か
っ
た
（
原
文
は
「
科
学
其
实
是
对
文
学
的
解
放
，
而

不
是
束
缚
」）。

　

一
方
で
、
文
学
、
と
り
わ
け
、
科
学
的
要
素
が
存
分
に
盛
り
込
ま
れ
た
ハ
ー

ド
Ｓ
Ｆ
も
ま
た
、
必
然
的
に
一
般
読
者
と
科
学
の
橋
渡
し
役
を
担
う
。
こ
れ

は
、
い
わ
ば
、「
科
普
」
と
い
う
科
学
幻
想
小
説
（
Ｓ
Ｆ
）
の
出
発
点
に
戻
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
劉
の
初
志
と
し
て
は
、
た
と
え
、
正
確
さ
に
少
々
欠
け

た
と
し
て
も
、『
三
体
』
が
「
科
普
」
の
役
割
を
果
た
せ
ば
事
足
り
る
。
実

は
、
劉
だ
け
で
な
く
、
ア
シ
モ
フ
や
ク
ラ
ー
ク
と
い
っ
た
Ｓ
Ｆ
の
巨
匠
も
ま

た
、
強
烈
な
「
科
普
」
色
を
持
つ
作
品
を
数
多
く
書
き
残
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
劉
慈
欣
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
Ｓ
Ｆ
愛
好
者
が
よ
う
や
く

ア
シ
モ
フ
や
ク
ラ
ー
ク
の
作
品
群
に
接
し
た
の
は
、
欧
米
Ｓ
Ｆ
の
翻
訳
受
容

が
本
格
的
に
始
動
し
た
二
十
世
紀
の
八
〇
年
代
だ
っ
た
。
文
化
大
革
命
が

残
し
た
精
神
的
な
傷
跡
が
消
え
ぬ
ま
ま
、
当
時
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
な

ど
の
古
典
Ｓ
Ｆ
小
説
が
復
刻
さ
れ
つ
つ
も
、『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
や

『
宇
宙
の
ラ
ン
デ
ヴ
ー
』（
原
題
：R

endezvous w
ith R

am
a, 1973

）
と
い
っ

た
ク
ラ
ー
ク
の
名
作
群
、
中
短
編
を
主
と
す
る
ア
シ
モ
フ
の
数
々
の
作
品
が

次
か
ら
次
へ
と
出
版
さ
れ
た
。
黄
金
時
代
の
作
品
群
の
輸
入
に
偏
り
す
ぎ
た

と
い
う
き
ら
い
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
、
中
国
Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
欧
米
Ｓ
Ｆ

の
影
響
は
は
っ
き
り
と
前
景
化
し
た
。
そ
の
上
、
遅
れ
な
が
ら
も
新
し
い
波

（
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
ー
ヴ
）
の
洗
礼
を
受
け
た
中
国
Ｓ
Ｆ
界
に
お
い
て
八
〇
年

代
以
降
の
中
国
Ｓ
Ｆ
の
方
向
性
を
定
め
る
上
で
重
大
な
意
味
を
持
つ
Ｓ
Ｆ
論

争
が
行
わ
れ
た
。
結
果
的
に
み
れ
ば
、
一
部
の
主
流
文
学
者
が
Ｓ
Ｆ
小
説
の

創
作
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
勝
利
は
、
か
つ
て
の
主
力
だ
っ
た
科
学
派

（
Ｓ
派
）
で
は
な
く
、
当
時
の
新
勢
力
と
な
る
文
学
派
（
Ｆ
派
）
の
手
中
に
収

（
7
）

ま
っ
た
。
中
国
Ｓ
Ｆ
が
「
文
学
化
」
と
い
う
新
し
い
方
向
へ
と
進
み
始
め
る

な
か
、
劉
は
、
上
述
の
と
お
り
Ｓ
Ｆ
に
お
け
る
「
科
学
」
と
「
文
学
」
の
関

係
性
に
つ
い
て
弁
証
法
的
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
や
ア
シ
モ
フ
の
著
作
群
を
参
照
す
る
ほ
か
、
劉
慈
欣
は
、

『
三
体
』
の
構
想
に
お
い
て
当
時
の
中
国
Ｓ
Ｆ
が
陥
っ
た
窮
屈
な
状
態
を
も

強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
劉
自
身
の
分
析
に
よ
る

と
、
海
外
Ｓ
Ｆ
に
比
べ
、
八
〇
年
代
の
中
国
Ｓ
Ｆ
に
は
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
や

架
空
の
歴
史
、
大
災
害
や
超
長
距
離
宇
宙
航
行
、
近
未
来
戦
争
や
、
究
極
の

思
考
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
こ
と
ご
と
く
欠
け
る
と
い
う
。『
三
体
』
と
い
う
大

き
な
物
語
は
、
上
述
の
テ
ー
マ
、
と
く
に
、
宇
宙
の
謎
と
人
類
の
行
く
末
に

つ
い
て
の
哲
学
的
思
考
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　

ク
ラ
ー
ク
と
の
共
通
点
に
話
を
戻
せ
ば
、
劉
慈
欣
は
、
ク
ラ
ー
ク
と
同

じ
く
作
品
中
に
よ
く
時
間
と
空
間
の
境
界
を
無
視
す
る
跳
躍
的
な
叙
事
法

（Jum
pStart Storytelling

）
を
用
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
劉
自
身
は
、
下
記
の

よ
う
に
ク
ラ
ー
ク
か
ら
の
影
響
を
認
め
て
い
る
。

「《
三
体
》
第
三
部
的
结
构
就
是
《
２
０
０
１
太
空
探
险
》
的
结
构
，
你
要

看
过
《
２
０
０
１
》
就
会
发
现
，
它
那
个
结
构
就
是
从
最
现
实
，
最
琐

碎
的
细
节
起
飞
，
越
飞
越
高
，
开
始
还
是
一
种
比
较
平
滑
的
曲
线
，
到

快
结
尾
猛
一
下
就
上
到
时
空
尺
度
最
大
的
，
去
到
无
限
的
那
么
一
个
状

态
。
这
个
结
构
不
光
是
被
我
，
也
被
好
多
科
幻
小
说
广
泛
模
拟
。」（
日

本
語
訳
筆
者
：『
三
体
』
三
部
目
の
構
造
は
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』

の
構
造
そ
の
も
の
で
す
。『
２
０
０
１
』
を
ご
覧
に
な
る
と
わ
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
構
造
は
最
も
現
実
的
で
細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
か
ら

（
8
）

（
9
）
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「反」骨の SF作家・劉慈欣と『三体』三部作による時代啓示

飛
び
立
ち
、
飛
べ
ば
飛
ぶ
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。
最
初
は
一
種
の
滑
ら

か
な
曲
線
で
す
が
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
は
時
空
の
大
き
さ
が
最
大
に
な

り
、
無
限
の
状
態
に
達
し
ま
す
。
こ
の
構
造
は
私
だ
け
で
な
く
多
く
の

Ｓ
Ｆ
小
説
に
よ
っ
て
広
く
模
倣
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
で
は
、
第
一
章
で
類
人
猿
が
神
秘
的
な
石
畳
に

導
か
れ
、
道
具
を
用
い
て
進
化
を
始
め
た
経
緯
が
描
か
れ
た
ば
か
り
に
、
続

い
て
第
二
章
は
人
類
が
月
に
基
地
を
建
設
し
始
め
た
瞬
間
に
飛
び
つ
い
た
。

そ
の
間
に
横
た
わ
る
膨
大
な
時
間
の
広
が
り
は
、
い
わ
ば
、
読
者
の
自
由
な

想
像
に
委
ね
ら
れ
た
。
一
方
で
、『
三
体
』
の
登
場
人
物
は
、
人
体
冷
凍
保
存

の
技
術
の
便
宜
を
図
り
な
が
ら
幾
度
も
時
間
の
制
約
を
突
破
し
た
。
例
え
ば
、

〈
自
然
選
択
〉
艦
長
代
行
の
章
北
海
は
、
危
機
紀
年
十
二
年
目
に
冬
眠
に
入
っ

た
が
、
再
び
目
覚
め
る
と
す
で
に
危
機
紀
年
の
二
百
五
年
目
だ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、『
三
体
』
二
作
目
以
降
、
従
来
の
物
語
の
連
続
性
が
時
空
の
境
界

線
を
飛
び
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
打
ち
破
ら
れ
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
こ
の
叙
事
法
は
、
と
り
わ
け
、
人
類
の
究
極
的
な
運
命
と
い
う
主
題
を

表
現
す
る
に
は
適
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
を
土
台
に
し
て
書
か
れ
た

と
は
い
え
、『
三
体
』
三
部
作
は
、
そ
の
本
質
か
ら
し
て
「
中
国
式
」
Ｓ
Ｆ
小

説
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
三
体
』
と
い
う
物
語
の
精
神
の
中
核
は
、
あ
く

ま
で
、
近
現
代
中
国
の
歴
史
体
験
に
基
づ
く
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
海
外
の
読

者
に
「
新
鮮
感
」
を
与
え
た
所
以
で
あ
る
上
に
、
ク
ラ
ー
ク
と
の
相
違
で
も

あ
っ
た
。

　

一
．
二　

接
触
と
衝
突
―
宇
宙
的
な
視
点
か
ら
中
国
と
世
界
を
眺
め
る

　

ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｐ
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
一
九

九
六
年
に
『
文
明
の
衝
突
』（
原
題
：T

he C
lash of C

ivilizations and the 

R
em

aking of W
orld O

rder

）
と
い
う
著
作
を
発
表
し
た
。
本
の
な
か
で
、
ハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
イ
ス
ラ
ム
圏
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
地
域
紛
争
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
い
て
文
明
間
の
衝
突
こ
そ
が
時
代
に
お
け
る
対

立
の
主
軸
と
な
る
と
い
う
見
解
を
述
べ
た
。「
文
明
」
を
検
討
す
る
際
に
、
ハ

ン
テ
ィ
ン
ト
ン
は
、
始
終
、
文
化
的
か
つ
歴
史
的
な
側
面
か
ら
地
球
文
明
の

下
位
概
念
と
な
る
文
明
間
の
「
差
異
」
に
着
眼
し
て
い
る
。
異
な
る
文
明
の

衝
突
も
ま
た
『
三
体
』
三
部
作
を
つ
ら
ぬ
く
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
だ
。
し

か
し
、
三
体
文
明
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
外
文
明
は
、
人
類
が
曠
然
た
る
宇

宙
の
な
か
で
自
分
自
身
の
特
殊
性
を
再
確
認
す
る
た
め
の
「
鏡
」、
い
わ
ば
、

地
球
文
明
の
参
照
物
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
も
し
地

球
に
安
住
す
る
人
間
の
存
在
が
「
ポ
ジ
」
な
ら
、
壊
滅
状
態
に
追
い
込
ま
れ

た
三
体
人
の
ほ
う
は
、
そ
れ
を
強
く
意
識
し
た
上
で
つ
く
ら
れ
た
「
ネ
ガ
」

の
よ
う
な
も
の
だ
。
例
え
ば
、
絶
対
に
透
明
と
い
う
ふ
う
に
設
定
さ
れ
た
三

体
人
の
思
考
回
路
は
、
一
筋
の
光
の
よ
う
に
、
嘘
で
塗
り
固
め
ら
れ
た
人
間

世
界
の
闇
に
差
し
込
む
。
地
球
外
文
明
や
異
世
界
の
設
定
を
め
ぐ
っ
て
、
劉

慈
欣
は
か
つ
て
「
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
超
え
て
―
Ｓ
Ｆ
が
文
学
に
与
え
た
機

会
」
の
な
か
で
下
記
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
这
就
是
科
幻
文
学
相
对
于
主
流
文
学
的
主
要
差
异
。
主
流
文
学
描
写

上
帝
已
经
创
造
的
世
界
，
科
幻
文
学
则
像
上
帝
一
样
创
造
世
界
再
描
写

它
。」（
日
本
語
訳
筆
者
：
こ
れ
が
主
流
文
学
と
Ｓ
Ｆ
の
主
な
相
違
点
の

一
つ
で
す
。
主
流
文
学
は
神
が
す
で
に
創
っ
た
世
界
を
描
く
が
、
Ｓ
Ｆ

（
10
）
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は
ま
ず
神
の
よ
う
に
世
界
を
創
り
出
し
、
次
に
そ
の
世
界
の
描
写
に
努

め
る
。）

　

と
こ
ろ
で
、
ク
ラ
ー
ク
の
作
品
群
で
は
高
度
文
明
が
神
の
姿
で
登
場
し
無

知
な
地
球
人
を
救
う
の
に
対
し
、
劉
の
作
品
群
に
お
い
て
は
、
地
球
文
明
と

地
球
外
文
明
は
生
存
の
衝
突
の
中
で
緊
張
に
あ
ふ
れ
る
対
立
関
係
を
築
く
。

そ
の
設
定
に
は
、強
い
力
に
対
す
る
劉
の
根
強
い
不
信
感
が
滲
み
出
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
神
へ
の
「
信
仰
」
で
は
な
く
、「
反
逆
」
こ
そ
は
、
中
国
人
で
あ

る
劉
慈
欣
が
受
け
継
い
だ
文
化
の
遺
伝
子
（
ミ
ー
ム
）
で
あ
り
、
中
国
の
近

現
代
史
に
内
在
す
る
一
つ
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
と
言
え
よ
う
。

じ
つ
は
『
三
体
』
三
部
作
に
は
、
三
体
艦
隊
が
巨
大
な
外
部
脅
威
と
化
し
た

時
点
で
、
人
類
社
会
全
体
に
訪
れ
た
変
化
か
ら
人
類
が
生
存
の
危
機
に
立
ち

向
か
う
姿
勢
に
至
る
ま
で
近
現
代
中
国
史
の
面
影
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
な
か
で
、
巨
大
な
圧
力
に
押
さ
れ
て
、

は
じ
め
て
人
類
は
、
既
存
の
国
家
や
階
級
な
ど
の
限
界
を
振
り
払
お
う
と
試

み
た
。
そ
の
結
果
、
旧
時
代
の
因
襲
が
す
べ
て
断
ち
切
ら
れ
、「
人
類
共
同

体
」
が
形
成
さ
れ
、
新
人
類
は
、
空
前
の
団
結
を
以
て
全
く
新
し
い
時
代
を

迎
え
た
。

　

一
方
で
、
近
代
中
国
史
に
即
し
て
言
え
ば
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
敗
北
を
機
に

民
族
の
救
済
を
考
え
始
め
た
梁
啓
超
は
、一
九
〇
一
年
に
は
じ
め
て「
中
華
民

族
」
と
い
う
現
代
的
な
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
の
包
括
的
な
概
念
の
も
と
で
、

中
国
国
内
で
は
時
代
や
地
域
的
な
境
界
が
破
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
満
人
や

漢
人
の
隔
た
り
も
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
人
び
と
は
皆
「
中
国
人
」
と
い
う

名
の
「
同
胞
」
と
な
っ
た
。
も
し
ク
ラ
ー
ク
な
ど
の
西
洋
の
男
性
Ｓ
Ｆ
作
家

が
先
に
『
三
体
』
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
ら
、
き
っ
と
『
三
体
』
で
は

な
く
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｆ
映
画
『
ア
バ
タ
ー
』（
原
題
：A

vatar, 2009

）
の
よ

う
な
あ
ら
す
じ
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
外
部
の
圧
力
に
よ
っ

て
近
代
的
自
我
の
覚
醒
を
成
し
遂
げ
た
中
国
と
違
っ
て
、
被
征
服
の
経
験
を

持
た
な
い
近
代
欧
米
は
、
ほ
と
ん
ど
、
対
外
進
出
を
通
じ
て
自
我
の
確
立
に

い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、『
三
体
』
の
な
か
に
描
か
れ
た
人
類
の
苦
境

は
、
近
現
代
中
国
の
特
殊
な
歴
史
的
経
験
に
基
づ
く
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　
『
三
体
』
を
高
く
評
価
す
る
西
洋
の
読
者
の
な
か
で
、
劉
慈
欣
の
成
功
が

現
代
Ｓ
Ｆ
作
家
が
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
問
題
点
を
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る

と
考
え
る
人
が
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
国
の
読
者
の
目
か
ら
み
れ
ば
、『
三

体
』
の
な
か
に
描
か
れ
た
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
む
し
ろ
親
し
み
や
す
い

話
で
、
と
き
に
Ｓ
Ｆ
と
い
う
よ
り
寓
話
や
風
刺
文
学
の
よ
う
に
映
る
。
例
え

ば
、
有
名
の
例
と
し
て
、
接
近
す
る
三
体
艦
隊
に
怯
え
て
人
類
は
全
地
球
の

力
を
結
集
し
て
軍
需
産
業
を
発
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
大
飢
饉
が
発
生
し
て
何

十
億
人
も
餓
死
し
た
。
こ
れ
は
言
わ
ず
も
が
な
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
一

年
ま
で
の
「
大
躍
進
運
動
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
軌
道
修

正
と
し
て
、
人
類
は
、
民
生
の
改
善
に
力
を
入
れ
た
と
た
ん
に
、
科
学
技
術

は
か
え
っ
て
飛
躍
的
な
発
展
を
見
せ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
七
八
年
以
降
に
鄧

小
平
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た
経
済
政
策
「
改
革
開
放
」
を
想
起
さ
せ
ら

れ
る
。
戦
後
中
国
社
会
の
血
が
滲
む
歴
史
的
教
訓
を
も
と
に
「
给
岁
月
以
文

明
，
而
不
是
给
文
明
以
岁
月
」、
つ
ま
り
、「
文
明
に
歳
月
を
与
え
る
よ
り
、

歳
月
に
文
明
を
与
え
よ
」
と
い
う
『
三
体
』
の
名
言
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、

『
三
体
』
の
な
か
で
「
智
子
」
が
地
球
人
類
に
対
し
て
行
な
っ
た
技
術
封
鎖

は
、「
華
為
」
を
代
表
と
す
る
中
国
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
に
加
え
ら
れ
た

理
不
尽
な
制
裁
を
例
に
引
く
ま
で
も
な
く
、
現
代
中
国
体
験
の
隠
喩
（
メ
タ

フ
ァ
ー
）
と
な
る
。

（
11
）
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と
こ
ろ
で
、
歴
史
体
験
の
ほ
か
、『
三
体
』
の
結
末
を
少
し
吟
味
す
れ
ば

わ
か
る
よ
う
に
（
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
敷
衍
し
な

い
こ
と
に
す
る
）、
劉
は
、『
三
体
』
三
部
作
を
通
し
て
け
っ
き
ょ
く
一
種
の

集
団
の
哲
学
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、『
三
体
』
で
描
か

れ
た
地
球
人
類
像
に
否
応
な
し
に
「
中
華
民
族
の
集
団
的
経
験
」
の
刻
印
が

押
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
Ｓ
Ｆ
小
説
の
な
か
の
地
球
人
類
を
め
ぐ
っ
て
、
劉

は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
発
し
た
こ
と
が
あ
る
。

「
在
这
种
题
材
中
，
人
类
是
作
为
整
体
出
现
的
。
科
幻
中
所
面
对
的
危
机

也
好
，
道
德
观
也
好
，
价
值
体
系
也
好
，
肯
定
是
面
对
整
个
人
类
的
。
主

流
文
学
描
写
的
人
是
分
民
族
，
分
国
家
的
，
因
此
，
很
可
能
主
流
文
学

所
探
讨
的
价
值
也
就
是
一
部
分
人
的
价
值
。
但
是
人
类
在
科
幻
中
确
实

就
是
作
为
一
个
整
体
，
一
个
文
学
形
象
出
现
的
。」（
日
本
語
訳
筆
者
：

こ
の
よ
う
な
題
材
で
は
、
人
類
は
全
体
と
し
て
現
れ
る
。
Ｓ
Ｆ
の
な
か

で
人
び
と
が
直
面
し
た
危
機
で
あ
れ
、
道
徳
観
で
あ
れ
、
価
値
体
系
で

あ
れ
、
人
類
全
体
に
向
け
ら
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
民
族
別
、
国
家

別
に
描
く
た
め
、
主
流
文
学
が
探
求
す
る
価
値
は
一
部
の
価
値
で
あ
る

可
能
性
は
高
い
。
だ
が
、
人
類
は
Ｓ
Ｆ
の
中
で
確
か
に
全
体
と
し
て
一

つ
の
文
学
的
な
人
物
像
と
し
て
現
れ
る
。）

　

と
こ
ろ
で
、
否
定
で
き
な
い
の
は
、
人
類
が
全
体
と
し
て
描
か
れ
る
た
め
、

登
場
人
物
の
各
々
が
道
具
に
化
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。『
小
説
の
諸
相
』
の

な
か
の
Ｅ
・
Ｍ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
文
学
用
語
を
借
り
て
言
え
ば
、『
三
体
』

三
部
作
に
は
、
二
次
元
人
物
と
も
呼
ば
れ
、
単
純
な
性
格
の
持
ち
主
と
い
う

「
扁
形
人
物
」
が
実
に
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
、
例
外
的
に
「
葉
文

（
12
）

潔
」
と
い
う
立
体
感
に
あ
ふ
れ
る
「
円
形
人
物
」
が
現
れ
た
。
黒
幕
で
あ
る
文

潔
は
、
独
り
で
『
三
体
』
の
物
語
を
始
動
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
表
舞
台
か

ら
姿
を
消
す
間
際
に
も
今
後
の
大
き
な
流
れ
を
決
め
た
主
要
人
物
だ
。
文
潔

の
手
に
は
、『
三
体
』
と
い
う
壮
大
な
物
語
の
成
功
の
鍵
が
握
ら
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。
次
の
節
で
、「
葉
文
潔
」
と
い
う
エ
リ
ー
ト

女
性
科
学
者
に
焦
点
を
当
て
た
い
と
思
う
。

二
．「
反
」
乱
―
裏
切
り
者
「
葉
文
潔
」
の
罪
と
罰

　
『
三
体
』
と
宇
宙
の
旅
シ
リ
ー
ズ
の
両
方
に
精
通
し
て
い
る
人
な
ら
ば
、
た

と
え
前
節
の
解
析
が
な
く
て
も
、
劉
と
ク
ラ
ー
ク
の
創
作
に
多
く
の
伝
承
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
両
者
と

も
作
品
を
通
し
て
「
人
間
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
の
か
」

と
い
う
究
極
の
問
題
を
追
求
し
て
い
た
。

　

周
知
の
と
お
り
、『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』映
画
版
の
冒
頭
部「
日
の
出
」

で
、
交
響
詩
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』（
原
題
：A

lso sprach 

Z
arathustra

）
の
第
一
部
「
導
入
部
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
同
名
の
原
作
の

な
か
で
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
三
段
階
に
分
け
て
、
己
を
信
じ
、
し
か
も
、
絶
え

ず
に
己
を
超
え
て
い
く
「
超
人
」
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
を
説
い
た
。
つ
ま

り
、「
末
人
」
の
群
れ
か
ら
脱
し
た
「
超
人
」
は
、
駱
駝
の
よ
う
に
重
荷
を
い

と
わ
ず
、
心
の
底
か
ら
欲
す
る
も
の
を
獅
子
の
よ
う
に
求
め
、
そ
し
て
幼
子

の
よ
う
に
恍
惚
と
し
て
人
生
と
た
わ
む
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
三
体
』
が
本

質
的
に
神
無
き
世
界
で
危
機
に
瀕
し
た
人
類
が
自
分
自
身
の
限
界
を
乗
り
越

え
て
い
く
話
で
あ
る
た
め
、
ニ
ー
チ
ェ
が
用
い
た
ア
レ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
葉
文
潔
、
羅
輯
と
程
心
と
い
う
『
三
体
』
三
部
作
の
主
人
公
た
ち
に
適
用

で
き
な
く
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
三
体
文
明
に
よ
る
支
配
の
恐
怖
か
ら
人
類

（
13
）

（
14
）
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の
独
立
と
自
由
を
勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
羅
輯
が
自

ら
の
意
志
を
示
す
獅
子
な
ら
ば
、『
三
体
Ⅲ
死
神
永
生
』
の
程
心
は
、
未
来
の

希
望
の
象
徴
と
し
て
と
き
に
は
じ
つ
に
純
真
無
垢
に
振
る
舞
う
幼
子
の
よ
う

に
見
え
る
。
二
人
に
比
べ
れ
ば
、『
三
体
』
の
葉
文
潔
は
、
ま
る
で
一
人
で
重

荷
を
背
負
い
、
砂
漠
の
道
を
ど
こ
ま
で
も
歩
く
駱
駝
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

二
．
一　

�
現
実
性
（
リ
ア
リ
テ
ィ
）
の
増
幅
―
『
三
体
』
に
お
け
る
「
虚
」

と
「
実
」

　

じ
つ
は
、『
三
体
』
の
な
か
で
、
葉
文
潔
は
自
ら
「
砂
漠
」
に
ふ
れ
る
シ
ー

ン
が
あ
っ
た
。
紅
岸
基
地
で
の
生
活
に
つ
い
て
文
潔
は
長
ら
く
口
を
閉
ざ
し

て
い
た
が
、
汪
淼
を
相
手
に
下
記
の
よ
う
に
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
少
し

長
い
が
、
示
唆
に
富
む
言
葉
で
あ
る
ゆ
え
に
あ
え
っ
て
引
用
す
る
。

　
「
夜
勤
明
け
に
夜
空
を
見
上
げ
る
と
、
星
々
が
輝
く
砂
漠
の
よ
う
に
見

え
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
砂
漠
に
捨
て
ら
れ
た
哀
れ
な
子
ど
も
の
よ
う

な
気
が
し
た
…
…
さ
っ
き
も
言
っ
た
、
あ
の
感
覚
ね
。
地
球
生
命
は
、

宇
宙
に
あ
ま
た
あ
る
偶
然
の
中
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
た
。
宇
宙
は
空
っ

ぽ
の
大
宮
殿
で
、
人
類
は
そ
の
宮
殿
の
中
に
、
た
っ
た
一
匹
だ
け
い
る

小
さ
な
蟻
。
こ
う
い
う
考
え
は
、
わ
た
し
の
後
半
生
に
、
相
矛
盾
す
る

精
神
状
態
を
も
た
ら
し
た
。 

生
命
に
は
は
か
り
し
れ
な
い
価
値
が
あ
り
、

す
べ
て
が
泰
山
の
よ
う
に
重
い
存
在
だ
と
思
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
人
間

な
ん
か
と
る
に
た
り
な
い
も
の
で
、
そ
も
そ
も
価
値
の
あ
る
も
の
な
ん

か
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
も
な
く
、
わ
た

し
の
人
生
は
、
こ
の
奇
妙
な
感
覚
と
と
も
に
、
一
日
ま
た
一
日
と
過
ぎ

て
い
っ
て
、
知
ら
ぬ
間
に
年
を
と
っ
て
い
た
…
…
」（
傍
線
部
筆
者
）

　

葉
文
潔
と
い
う
人
物
が
与
え
る
立
体
感
は
、
ま
さ
に
、
彼
女
が
内
心
に
矛

盾
を
抱
え
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
例
え
ば
、
の
ち
に
人
類
を
救

う
策
と
し
て
そ
の
直
属
の
弟
子
に
あ
た
る
羅
輯
に
宇
宙
社
会
学
の
基
礎
理
論

を
伝
授
す
る
が
、
文
潔
は
、
人
類
全
体
に
対
し
て
三
体
人
の
襲
来
に
つ
な
が

る
重
罪
を
犯
し
た
張
本
人
だ
。
一
種
の
罪
滅
ぼ
し
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
な

く
も
な
い
が
、
汪
淼
が
牽
引
す
る
「
現
在
」
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
じ
め
て

登
場
し
た
文
潔
は
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
て
い
る
。
同
じ
シ
ー

ン
で
、
理
論
物
理
学
者
の
丁
儀
の
恋
人
で
あ
る
楊
冬
の
母
親
と
し
て
汪
淼
の

視
野
に
入
っ
た
文
潔
は
、
汪
と
と
も
に
逝
き
し
者
と
な
っ
た
楊
冬
の
追
憶
に

ふ
け
な
が
ら
、「
女
性
の
考
え
か
た
は
男
性
と
は
違
う
」
な
ど
の
女
性
観
も
し

く
は
自
分
自
身
が
思
い
描
く
理
想
な
女
性
像
な
ど
を
表
明
し
て
い
た
。
こ
こ

で
、
劉
慈
欣
が
文
潔
の
「
母
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
は
じ
め
、
柔

ら
か
い
喋
り
口
調
に
代
表
さ
れ
る
女
性
性
を
全
面
に
出
し
た
の
は
、
伏
線
を

敷
く
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
球
三
体
協
会
の
総
帥
と

い
う
文
潔
の
驚
き
身
分
が
判
明
し
た
と
き
、
第
一
印
象
と
の
落
差
で
読
者
は

思
わ
ず
衝
撃
を
覚
え
る
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
母
や
妻
、
娘
な
ど
の
女
性
が

担
う
社
会
的
役
割
を
残
ら
ず
す
べ
て
経
験
し
た
文
潔
の
強
烈
な
存
在
感
は
、

皮
肉
に
も
女
性
と
し
て
の
人
物
造
形
か
ら
来
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

証
拠
に
、
娘
と
し
て
の
文
潔
は
、
父
の
葉
哲
泰
の
死
を
機
に
母
の
紹
琳
と
関

係
修
復
が
不
可
能
な
ほ
ど
決
裂
し
た
。
妻
と
し
て
の
文
潔
は
、
三
体
人
襲
来

の
秘
密
を
守
り
抜
く
た
め
、
自
ら
の
手
で
無
実
な
夫
・
楊
衛
寧
の
命
を
絶
っ

た
。
母
と
し
て
の
文
潔
は
、
前
に
述
べ
た
と
お
り
、「
現
在
」
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
で
登
場
し
た
時
点
で
す
で
に
一
人
娘
の
楊
冬
を
亡
く
し
て
い
る
。
そ
の

（
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）
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た
め
、
文
潔
は
「
母
」
に
ま
つ
わ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
羅
輯
の
妻
の
荘
顔
の
よ
う
に
男
性
の
欲
望
の
対
象
に
成
り
下

が
る
こ
と
も
な
い
。
つ
ま
り
、
ほ
か
の
女
性
登
場
人
物
が
母
性
か
娼
婦
性
に

引
き
換
え
そ
の
機
能
を
果
た
す
の
に
対
し
て
、
文
潔
に
と
っ
て
は
、
社
会
か

ら
押
し
付
け
ら
れ
た
こ
の
二
項
対
立
図
式
が
そ
も
そ
も
無
効
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
ほ
か
の
女
性
登
場
人
物
に
比
べ
れ
ば
、
文
潔
は
、
マ
イ
ク
・
エ
ヴ
ァ
ン

ズ
な
ど
の
男
性
と
互
角
、
も
し
く
は
、
そ
れ
以
上
の
実
力
を
持
つ
存
在
だ
。

三
体
文
明
が
葉
文
潔
と
い
う
存
在
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
球
三
体

運
動
（
ア
ー
ス
・
ト
ラ
イ
ソ
ラ
リ
ス
）
に
ま
つ
わ
る
下
記
の
描
写
か
ら
う
か

が
え
る
。

「
人
類
文
明
は
宇
宙
の
砂
漠
を
ず
っ
と
孤
独
に
歩
み
つ
づ
け
て
き
た
世

間
知
ら
ず
の
若
者
で
あ
り
、
彼
（
彼
女
）
は
い
ま
は
じ
め
て
、
異
性
の

存
在
を
知
っ
た
。 

そ
の
面
影
も
姿
か
た
ち
も
ま
だ
見
た
こ
と
は
な
い
が
、

は
る
か
遠
く
に
そ
の
相
手
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
そ

の
彼
女
（
彼
）
に
対
し
て
抱
く
美
し
い
幻
想
は
、
野
火
の
よ
う
に
激
し

く
燃
え
広
が
っ
て
い
く
…
…
。」（
傍
線
部
筆
者
）

　

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
、
つ
ま
り
、
中
国
本
土
で
文
化
大
革
命
の
災
禍
に
見

舞
わ
れ
た
文
潔
は
、
故
郷
を
さ
ま
よ
う
異
邦
人
（
エ
イ
リ
ア
ン
）
と
な
っ
た
。

そ
の
上
、
三
体
人
を
呼
び
寄
せ
た
文
潔
は
、
人
類
文
明
の
中
か
ら
発
生
し
た

強
い
疎
外
の
力
の
権
化
と
し
て
人
類
に
と
っ
て
の
は
じ
め
て
の
異
「
性
」
人

＝
異
「
星
」
人
と
化
す
。

　

と
こ
ろ
で
、『
三
体
』
全
体
が
持
つ
生
々
し
い
現
実
感
も
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ

の
言
葉
を
再
び
引
用
す
れ
ば
、
す
べ
て
葉
文
潔
と
い
う
駱
駝
が
背
負
う
「
重

（
17
）

荷
」
に
依
拠
し
て
い
る
。『
三
体
』
の
日
本
語
版
の
第
一
章
に
「
中
国
で
は
、

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
超
越
的
な
思
想
も
ぽ
と
り
と
地
に
落
ち
て
し
ま
う
。

現
実
と
い
う
重
力
場
が
強
す
ぎ
る
ん
だ
、
と
。」（
下
線
部
筆
者
）
と
い
う
よ

う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
当
時
の
現
実
は
、や
が
て
時
間
の

経
過
と
と
も
に
歴
史
の
残
渣
と
化
し
、
生
き
残
っ
た
者
の
記
憶
の
奥
底
に
沈

殿
す
る
。
文
潔
は
た
だ
独
り
で
血
で
血
を
洗
う
戦
後
中
国
の
文
化
大
革
命
の

歴
史
の
「
重
荷
」
を
背
負
う
。
国
全
体
に
襲
っ
た
狂
気
に
よ
り
知
識
階
級
に

属
す
る
葉
一
家
が
崩
壊
し
、
文
潔
は
短
期
間
で
「
革
命
」
側
へ
の
母
の
寝
返

り
や
父
や
妹
の
悲
劇
的
な
死
を
立
て
続
け
に
経
験
す
る
。
あ
る
程
度
史
実
に

基
づ
く
こ
の
よ
う
な
生
い
立
ち
の
設
定
は
、
葉
文
潔
と
い
う
人
物
に
鮮
明
な

輪
郭
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
読
者
に
も
一
種
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ

る
。
そ
の
一
方
で
、
読
者
は
、
汪
淼
と
い
う
視
点
人
物
を
通
じ
て
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー

ム
「
三
体
」
に
お
け
る
三
体
人
の
存
続
を
め
ぐ
る
壮
絶
な
文
明
史
を
目
撃
し

た
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
三
体
人
と
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト
を
果

た
し
た
文
潔
を
仲
介
に
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
人
類
社
会
に
三
体
文
化
を

広
め
る
主
要
ル
ー
ト
と
な
る
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム
「
三
体
」
が
作
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
知
的
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
文
潔
は
、
実
体
験
を
も
と
に

人
類
の
暗
黒
面
を
深
く
認
識
し
な
が
ら
も
、
同
じ
く
疎
外
さ
れ
、
絶
望
に
苛

ま
れ
る
も
の
と
し
て
三
体
人
に
対
し
て
本
能
的
な
共
感
を
持
っ
て
い
る
。
総

じ
て
言
え
ば
、
文
潔
に
背
負
わ
さ
れ
た
「
重
荷
」
は
、
文
化
大
革
命
と
い
う

史
「
実
」
と
三
体
文
明
史
と
い
う
名
で
の
「
虚
」
構
が
混
在
し
、
虚
実
入
り

混
じ
り
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、『
三
体
』
に
お
け
る
現
実
性

（
リ
ア
リ
テ
ィ
）
が
増
幅
さ
れ
、「
Ｖ
Ｒ
環
境
と
現
実
の
物
理
環
境
を
融
合
す

る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
ポ
ー
ル
・
ミ
ル
グ
ラ
ム
が
提

唱
し
た
複
合
現
実
感
（m

ixed reality

）
を
帯
び
て
し
ま
う
。

（
18
）

（
19
）
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そ
の
上
、『
三
体
』
の
叙
述
法
に
も
「
融
合
」
と
い
う
手
法
の
応
用
が
な

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
前
半
部
に
は
三
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
が

入
れ
乱
れ
て
い
る
。「
狂
乱
の
時
代　

一
九
六
七
年
、
中
国
」
か
ら
始
ま
る

日
本
語
版
と
違
っ
て
、
筆
者
が
読
ん
だ
『
三
体
』（
典
藏
版
）
は
、「
科
学
辺

界
」
と
い
う
章
、
つ
ま
り
、
突
如
と
し
て
異
変
に
襲
わ
れ
る
汪
淼
の
話
を
幕

開
け
と
す
る
。
前
者
な
ら
『
三
体
』
が
「
歴
史
小
説
」
的
な
観
を
呈
し
、
後

者
だ
と
推
理
小
説
的
な
読
み
方
が
可
能
と
な
り
、
ま
さ
に
読
む
順
番
で
読
後

感
が
変
わ
る
典
型
例
だ
と
言
え
よ
う
。
典
藏
版
に
即
し
て
言
え
ば
、『
三
体
』

に
は
、
一
．
汪
淼
が
「
謎
」
に
出
会
う
「
現
在
」
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
地
球

現
実
）、
二
．
汪
淼
が
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム
で
会
得
す
る
「
三
体
」
文
明
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
（
三
体
現
実
）、
お
よ
び
、
三
．
葉
文
潔
が
汪
淼
に
語
る
「
過
去
」
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
（
地
球
現
実
）
と
い
っ
た
複
数
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
同
時
存
在

す
る
。
表
に
は
汪
淼
が
視
点
人
物
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
つ
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
が
絡
め
合
う
要
と
な
る
の
は
、
紛
れ
も
な
く
葉
文
潔
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
精
神
的
貴
族
の
組
織
と
言
わ
れ
る
地
球
三
体
協
会
（
Ｅ
Ｔ
Ｏ
）

の
指
導
者
と
し
て
の
葉
文
潔
の
精
神
遍
歴
を
描
く
際
に
も
、
劉
慈
欣
は
「
虚

実
混
在
」
と
い
う
「
融
合
」
の
手
法
を
用
い
た
。
文
潔
に
人
類
の
悪
に
対
し

て
理
性
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
本
は
、
当
時
、
内
部
参
考

資
料
と
し
て
知
識
層
の
う
ち
で
回
覧
さ
れ
て
い
た
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

の
『
沈
黙
の
春
』（
原
題
：Silent Spring, 1962

）
だ
っ
た
。
実
際
に
存
在
す

る
こ
の
本
を
熟
読
す
る
こ
と
で
、
文
潔
は
、
い
わ
ば
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て

人
類
以
外
の
視
点
を
獲
得
し
え
た
。
人
類
の
滅
亡
を
最
高
の
理
想
と
す
る
地

球
三
体
運
動
（
ア
ー
ス
・
ト
ラ
イ
ソ
ラ
リ
ス
）
の
理
論
的
根
拠
は
、
文
潔
に

芽
生
え
た
こ
の
視
点
に
出
自
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
の

ち
に
人
類
を
救
う
手
立
て
と
し
て
文
潔
は
宇
宙
社
会
学
を
構
想
す
る
。
そ
の

土
台
と
さ
れ
る
『
十
万
光
年
の
鉄
の
カ
ー
テ
ン　

Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
社
会
学
』（
ラ

ン
ド
研
究
所
の
社
会
学
者
ビ
ル
・
マ
ザ
ー
ズ
の
著
）
は
、
架
空
の
も
の
だ
。

西
側
諸
国
の
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
（
地
球
外
知
的
生
命
体
探
査
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本

物
だ
と
し
て
も
、
文
潔
が
暮
ら
し
た
紅
岸
基
地
な
ど
は
劉
の
空
想
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
、
絶
え
ず
死
の
影
が
付
き
ま
と
う
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
葉
文

潔
と
、
彼
女
が
地
球
に
呼
び
つ
け
た
智
子
の
関
係
性
も
ま
た
、
一
種
の
虚
実

混
在
の
「
対
」
と
し
て
捉
え
な
く
も
な
い
。

　

二
．
二　

葉
文
潔
と
智
子
―
死
の
女
神
の
影
の
下
に

　
『
三
体
』
に
お
い
て
、
人
物
像
の
平
面
化
が
目
立
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
な

く
、
各
登
場
人
物
の
関
係
性
ま
で
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

道
楽
者
の
改
心
と
い
う
筋
書
き
の
も
と
で
『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
羅
輯
が

待
ち
に
待
っ
た
人
類
の
救
世
主
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、「
智
子
」
や
三
体
人
に

対
す
る
羅
の
勝
利
を
意
味
づ
け
る
「
愛
」
は
、
妻
の
荘
顔
と
そ
の
娘
の
道
具

化
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
極
端
に
言
え
ば
、
多
面
的
な
複
雑
な
性
格
を

有
す
る
「
円
形
人
物
」
の
葉
文
潔
を
例
外
と
し
て
、
平
面
感
が
拭
え
ず
、
ゆ

え
に
「
扁
形
人
物
」
と
な
る
『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
羅
輯
も
『
三
体
Ⅲ
死

神
永
生
』
の
程
心
も
一
種
類
の
「
気
質
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。
こ
こ
で
、
三
部

作
の
図
式
化
を
試
み
れ
ば
、『
三
体
』
の
葉
文
潔
が
引
き
起
こ
し
た
未
曾
有

の
事
態
を
目
前
に
、『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
羅
輯
は
論
理
的
思
考
に
依
拠

し
な
が
ら
対
応
策
を
講
じ
、『
三
体
Ⅲ
死
神
永
生
』
程
心
は
代
わ
り
に
豊
か

な
感
受
性
を
も
っ
て
臨
機
応
変
を
目
指
し
た
と
い
え
る
。
劉
の
意
図
は
、
羅

輯
（/luójí/

、
発
音
は
中
国
語
の
な
か
の
「
邏
輯
」、
つ
ま
り
、
ロ
ジ
ッ
ク
と

一
緒
）
や
程
心
（/chéngxī n/

、
発
音
は
中
国
語
の
な
か
の
「
誠
心
」、
つ
ま

り
、
真
心
と
一
緒
）
と
い
っ
た
人
物
の
命
名
に
も
う
か
が
え
る
。『
三
体
』
の

（
20
）
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終
局
と
な
る
「
遺
跡
」
の
章
で
、「
目
の
前
に
黒
い
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
た
」
と
い
う
死
を
暗
示
す
る
描
写
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
物
理
的
な

死
は
『
三
体
』
三
部
作
に
お
け
る
葉
文
潔
の
退
場
を
意
味
し
な
い
。
人
類
に

対
す
る
文
潔
の
「
慈
し
み
」
が
羅
輯
や
程
心
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
人
類
に
対
す
る
文
潔
の
「
憎
し
み
」
は
地
球
に
お
け
る
三
体
文

明
の
代
弁
者
と
な
る
「
智
子
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ー
ク
に
似
た
よ

う
に
、
劉
慈
欣
の
作
品
群
の
な
か
で
、
ほ
ん
も
の
の
異
星
人
が
往
々
に
し
て

欠
場
し
が
ち
で
あ
り
、
先
端
技
術
が
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
る
。
し
た
が
っ

て
、
例
え
ば
、『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
の
な
か
の
異
星
人
は
計
り
知
れ
な

い
魔
術
の
力
に
す
ぎ
ず
、
作
品
か
ら
彼
・
彼
女
ら
の
本
当
の
姿
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
・
彼
女
ら
が
本
当
に
存
在
す
る
の
か

ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
。
同
様
に
、『
三
体
』
の
三
部
作
の
中
で
、
地
球
外

文
明
を
代
表
す
る
三
体
人
は
初
め
か
ら
最
後
ま
で
一
切
出
現
し
た
こ
と
が
な

く
、
Ｖ
Ｒ
ゲ
ー
ム
と
い
う
虚
構
を
除
い
て
地
球
人
が
接
触
で
き
る
の
は
三
体

文
明
の
技
術
製
品
と
な
る
「
智
子
」
ひ
い
て
は
「
水
滴
」
な
ど
だ
。「
智
子
」

は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
加
速
器
の
作
動
に
干
渉
し
、
地
球
に
対
す
る
技
術
封

鎖
を
実
行
す
る
と
同
時
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
と
監
視
を
主
と
す
る
諜
報
活
動
を
も

行
な
う
。
ま
る
で
、
文
潔
が
人
類
の
行
く
末
を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
評
判
高
い
英
訳
で
は
「
智
子
」
が
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
Ｓ
Ｆ
作

家
の
劉
宇
昆
に
よ
っ
て
「Sophon

」
と
訳
さ
れ
た
。
見
て
の
通
り
、Sophon

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
のΣ

οφ
ία

（
＝
賢
さ
）
に
由
来
す
る
「soph-

」
とproton

（
陽
子
）
を
意
味
す
る
「proton

」
の
二
つ
の
言
葉
か
ら
な
る
複
合
語
と
な

る
。
こ
の
訳
語
で
は
、
知
的
な
微
視
的
粒
子
で
あ
る
と
同
時
に
、
三
体
世
界

に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
賢
い
ロ
ボ
ッ
ト
だ
と
い
う
「
智
子
」
の
二
重
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
正
確
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
文
潔
が
影
を
ひ
そ

（
21
）

め
た
あ
と
、「
智
子
」
が
依
然
と
し
て
活
躍
す
る
の
み
な
ら
ず
、
物
語
の
後
半

に
差
し
掛
か
る
と
日
本
人
女
性
に
擬
人
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
ほ
ん
ら
い
技
術

品
で
し
か
な
い
「
智
子
」
か
ら
ア
ジ
ア
人
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
で
き
る

の
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の
設
定
に
お
い
て
文
潔
が
背
後
に
立
つ
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
英
訳
の
「Sophon

」
で
は
こ
う
い
っ
た
女
性
的
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
実
に
残
念
に
思
う
。

三
．「
反
」
省
―
『
三
体
』
三
部
作
が
も
た
ら
す
新
た
な
啓
示

　

三
．
一　

二
〇
〇
六
―
「
技
術
爆
発
」
と
『
三
体
Ⅰ
』
の
誕
生

　

二
〇
〇
六
年
に
、
劉
慈
欣
の
『
三
体
』
が
発
表
さ
れ
る
や
い
な
や
、
中
国

国
内
で
は
Ｓ
Ｆ
界
や
フ
ァ
ン
ダ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
の
読
者
を
も
巻
き

込
む
「
談
論
風
発
」
と
い
う
社
会
現
象
が
起
こ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
『
三
体
』
の
ハ
ー
ド
Ｓ
Ｆ
の
側
面
だ
け
で
な

く
、
二
部
作
以
降
の
社
会
学
的
な
要
素
も
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
。
な
に
せ
、

技
術
的
な
描
写
が
充
満
し
て
い
る
と
は
い
え
、『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
に
お
い

て
救
い
を
求
め
る
人
類
の
福
音
と
な
っ
た
の
は
、
葉
文
潔
が
構
想
し
、
そ
の

弟
子
に
あ
た
る
羅
輯
が
検
証
か
つ
実
践
し
た
宇
宙
社
会
学
だ
っ
た
。
文
潔
に

よ
る
と
、
宇
宙
に
は
観
測
可
能
な
星
々
の
数
と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
膨
大
な

数
の
文
明
が
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
明
が
集
ま
っ
て
宇
宙
社
会
を

形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
文
潔
は
羅
輯
に
宇
宙

社
会
学
に
お
け
る
「
黒
暗
森
林
法
則
」
の
論
理
的
前
提
と
な
る
二
つ
の
公
理

を
伝
授
し
た
。
楊
冬
の
墓
前
で
、
ま
る
で
『
聖
書
』
の
な
か
で
神
が
モ
ー
セ

に
十
戒
を
授
け
る
と
き
の
よ
う
に
、
文
潔
は
羅
輯
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
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「
宇
宙
社
会
学
の
公
理
そ
の
一
、
生
存
は
、
文
明
の
第
一
欲
求
で
あ
る
。

そ
の
二
、
文
明
は
た
え
ず
成
長
し
拡
張
す
る
が
、
宇
宙
に
お
け
る
物
質

の
総
量
は
つ
ね
に
一
定
で
あ
る
。」

　

小
説
の
な
か
で
、
羅
輯
は
思
わ
ず
「
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
先

生
が
挙
げ
た
ふ
た
つ
の
公
理
は
、
た
し
か
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
強
固
な
も
の
で
す

…
…
」（
下
線
部
筆
者
）
と
感
心
し
て
し
ま
っ
た
が
、
上
述
の
公
理
Ⅰ
と
公

理
Ⅱ
は
、
あ
る
匿
名
の
社
会
学
者
に
よ
っ
て
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
こ
と
ご

と
く
否
定
さ
れ
た
。
こ
の
社
会
学
者
が
言
う
に
は
、
専
門
外
の
ひ
と
に
よ
く

「
社
会
学
の
使
い
道
と
は
何
か
」と
い
う
究
極
な
問
い
を
か
け
ら
れ
る
が
、『
三

体
』
を
読
む
ま
え
の
彼
（
彼
女
）
の
答
え
は
「
社
会
学
を
教
え
ら
れ
る
」
と

い
う
控
え
め
か
つ
や
や
ナ
ン
セ
ン
ス
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、『
三
体
』
の

宇
宙
社
会
学
の
理
念
に
接
し
て
か
ら
は
、
彼
（
彼
女
）
に
は
「
社
会
学
を
学

べ
ば
少
な
く
と
も
地
球
を
守
り
、
異
星
人
と
戦
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

は
る
か
に
高
尚
な
答
え
が
用
意
で
き
た
と
い
う
。
と
言
い
な
が
ら
、こ
の
社
会

学
者
は
、「
必
然
的
に
分
化
し
た
社
会
と
な
る
文
明
社
会
に
お
い
て
は
運
営
に

は
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
生
存
の
必
要
性
が
必
ず
し
も
文
明
の
運
命
を
決

め
る
階
層
に
伝
わ
る
わ
け
で
は
な
い
」
を
理
由
に
公
理
Ⅰ
の
土
台
を
掘
り
崩

し
た
。
続
い
て
、
彼
（
彼
女
）
は
、「
生
き
残
っ
た
文
明
よ
り
消
え
去
っ
た
文

明
の
ほ
う
が
多
い
」
と
い
う
事
実
を
も
と
に
公
理
Ⅱ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
疑

問
を
呈
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
二
つ
の
公
理
の
ほ
か
に
、
文
潔
は
、
演
繹
的
な
考
え

を
促
す
条
件
と
し
て
羅
輯
に
宇
宙
の
超
社
会
の
性
質
と
な
る
「
猜
疑
連
鎖
」

と
「
技
術
爆
発
」
と
い
う
二
つ
の
鍵
概
念
を
も
教
え
た
。
つ
ま
り
、
各
宇
宙

文
明
が
「
技
術
爆
発
」
を
経
験
す
る
節
目
は
定
か
で
な
い
た
め
、
現
に
技
術

（
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的
優
位
に
立
つ
宇
宙
文
明
で
も
自
分
た
ち
の
技
術
的
優
位
性
が
絶
対
的
だ
と

い
う
こ
と
を
信
じ
き
れ
ず
、
い
つ
の
間
に
か
相
手
が
自
分
を
滅
ぼ
す
の
で
は

な
い
か
と
い
う
と
い
う
終
わ
り
な
き
「
猜
疑
連
鎖
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
う
ち
、「
猜
疑
連
鎖
」
が
二
つ
の
公
理
と
同
様
に
推
敲
に
堪
え
な
い
も
の
だ

が
、「
技
術
爆
発
」
だ
け
が
二
十
一
世
紀
の
人
類
社
会
が
直
面
し
て
い
る
状
況

を
言
い
当
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
じ
つ
は
、『
三
体
』
が
世

に
問
う
た
二
〇
〇
六
年
は
、
ま
さ
に
、
現
代
社
会
が
「
技
術
爆
発
」
の
時
代

に
突
入
す
る
年
だ
っ
た
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、y = 2

x 

と
い
う
指
数
関
数

的
な
増
加
を
予
測
す
る
「
ム
ー
ア
の
法
則
」（M

oore’s L
aw

）
は
、
二
〇
〇

六
年
以
降
の
「
技
術
革
新
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
の
表
象
的
な
進
み
具
合
を

ほ
の
め
か
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
米
国
企
業
の
支
出
を
追
跡
調
査
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
商
務
省
の
経
済
分
析
局
（
Ｂ
Ｅ
Ａ
）
よ
る
と
、
企
業
の
投
資
対

象
と
し
て
「
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）」
と
い
う
項
目
が
始
め
て
登
場
し
た
の
は
一

九
五
八
年
の
こ
と
だ
。
そ
こ
で
こ
の
年
を
Ｉ
Ｔ
初
年
度
と
み
な
し
、
ム
ー
ア

の
法
則
は
十
八
ヶ
月
ご
と
だ
と
す
れ
ば
、
三
十
二
回
倍
増
し
た
年
、
す
な
わ

ち
チ
ェ
ス
盤
の
三
十
二
マ
ス
目
に
到
着
し
た
年
は
、
二
〇
〇
六
年
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
と
え
ば
自
動
運
転
車
、ク
イ
ズ
に
勝
つ
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
文
章
自
動
作
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
安
価
で
融
通
の
効
く
汎
用
ロ
ボ
ッ

ト
、
そ
し
て
通
信
、
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
三
役
を
楽
々
こ
な

す
消
費
者
向
け
の
小
型
携
帯
端
末
は
、
す
べ
て
二
〇
〇
六
年
を
過
ぎ
て
か
ら

出
現
し
た
。
ち
な
み
に
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
Ａ
Ｉ
研
究
の
キ
ー

ワ
ー
ド
も
ま
た
二
〇
〇
六
年
に
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

指
数
関
数
的
増
加
が
絶
え
間
な
く
進
む
な
か
、
何
が
起
き
る
の
か
も
う
予

想
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
劉
慈
欣
は
『
三
体
』
の

な
か
で
い
く
つ
か
の
思
考
実
験
を
行
な
い
、
現
代
社
会
に
お
い
て
普
遍
的
な

（
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「反」骨の SF作家・劉慈欣と『三体』三部作による時代啓示

価
値
観
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
概
念
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
次
節
で
、

『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
な
か
で
最
も
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
「
思
想
鋼
印
」、

お
よ
び
、
そ
れ
と
自
由
意
志
の
関
係
性
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い

と
思
う
。

　

三
．
二　

二
〇
七
七
―
「
思
想
鋼
印
」
と
自
由
意
志
の
危
機

　　
『
三
体
』
の
な
か
で
人
間
の
自
由
意
志
を
め
ぐ
る
考
察
は
、「
思
想
鋼
印
」

と
い
う
名
高
い
虚
構
の
脳
科
学
実
験
を
も
と
に
展
開
さ
れ
た
。
地
球
人
は
、

智
子
の
監
視
を
逃
れ
る
た
め
に
、
四
人
の
面
壁
者
を
選
出
し
、
彼
ら
に
そ
れ

ぞ
れ
逆
境
に
立
ち
向
か
う
方
法
を
案
出
さ
せ
た
。
地
球
の
資
源
を
無
制
限
に

使
用
す
る
特
権
を
与
え
ら
れ
た
面
壁
者
た
ち
は
、
各
自
で
有
効
な
対
抗
策
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
の
ビ
ル
・

ハ
イ
ン
ズ
と
妻
の
山
杉
恵
子
は
、
人
間
の
脳
の
思
考
と
記
憶
活
動
が
量
子
プ

ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、「
思
想
鋼
印
」
機
の
製
造

に
思
い
至
っ
た
。
ハ
イ
ン
ズ
が
立
て
た
秘
密
の
計
画
と
は「
思
想
鋼
印
」機
を

使
っ
て
人
類
の
逃
亡
主
義
を
排
除
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
機
械
に
よ
っ
て
「
思

想
鋼
印
」
を
押
さ
れ
た
人
間
は
、
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
く
、
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、「
思
想
鋼
印
」
の
発
明
は
、
人
間

の
自
由
意
志
の
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
す
。

　

自
由
意
志
の
あ
る
無
し
は
千
年
以
上
も
議
論
さ
れ
続
け
て
き
た
テ
ー
マ
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
議
論
に
参
加
し
て
き
た
の
は
主
に
信
仰
深
い
宗
教
家
や

哲
学
者
だ
っ
た
。
近
現
代
の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
る
人
文
主
義

（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
は
人
に
は
自
己
実
現
の
傾
向
が
あ
る
と
考
え
、
人
び

と
が
各
自
そ
の
人
生
の
舵
を
切
る
と
信
じ
て
自
由
意
志
の
存
在
を
認
め
た
が

（
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る
。
近
年
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
議
論
に
よ
う
や
く
科
学
者
た
ち
も
加
わ
り

始
め
た
。
そ
の
ほ
か
、
劉
慈
欣
が
『
三
体
』
の
な
か
で
「
思
想
鋼
印
」
を
用

い
て
自
由
意
志
に
ま
つ
わ
る
懸
念
を
示
す
の
に
対
し
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ノ
ー
ラ
ン
監
督
は
、
映
画
『T

E
N

E
T　

テ
ネ
ッ
ト
』（
二
〇
二
〇
）
の
な
か

で
女
性
物
質
科
学
者
の
研
究
室
で
は
じ
め
て
反
転
弾
を
見
た
時
の
主
人
公
の

口
を
通
し
て
「
自
由
意
志
は
ど
う
な
の
。W

hat about free w
ill?

」
と
問
い

か
け
て
い
る
。
い
ま
、
弾
痕
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
将
来
的
に
銃
撃
戦

が
か
な
ら
ず
起
こ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
主
人
公
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
自

分
が
自
由
だ
と
思
っ
て
い
る
選
択
が
将
来
的
に
決
ま
っ
た
出
来
事
に
し
か
つ

な
が
ら
な
い
と
し
た
ら
、
果
た
し
て
私
に
は
自
由
意
志
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

劉
や
ノ
ー
ラ
ン
の
問
い
か
け
は
、「
技
術
爆
発
」
の
最
中
の
世
界
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
、
現
実
味
の
あ
る
も
の
と
な
る
。
何
故
な
ら
、
人
類
社
会
の
政
治

（
民
主
主
義
）
や
経
済
（
自
由
市
場
）
の
至
極
当
然
の
前
提
と
な
る
自
由
意
志

は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
日
々
進
歩
し
続
け
る
Ａ
Ｉ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

の
解
析
モ
デ
ル
の
精
密
化
に
よ
っ
て
ま
さ
に
危
機
状
態
に
瀕
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
現
代
民
主
政
治
は
、
そ
の
（
偽
）
前
提
と
し
て
、
人
間
は
み
な

理
性
的
な
動
物
だ
と
い
う
こ
と
を
信
奉
し
て
い
る
。
し
か
し
、
じ
っ
さ
い
、

人
間
は
感
情
に
よ
っ
て
つ
き
動
か
さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
く
、
個
人
的
な
行

動
が
予
測
可
能
と
な
れ
ば
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
ま
た
不
可
能
で
は
な

い
。
経
済
学
も
ま
た
集
団
行
動
の
予
見
可
能
性
に
基
づ
い
て
成
り
立
っ
て
い

る
が
、
今
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
個
人
行
動
の
正
確
な
予
測
を
成
し
遂
げ
て
い

る
。
冒
頭
で
触
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
監
視
資
本
主
義
―
デ
ジ
タ

ル
社
会
が
も
た
ら
す
光
と
影
』
の
な
か
で
、『
三
体
』
の
「
思
想
鋼
印
」
に
相

当
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
「
情
報
の
繭
」（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ク
ー
ン
／

Inform
ation C

ocoons

）
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

（
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）

52



論　文

で
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
一
部
の
人
び
と
に
「
地
球
は
平
ら
」

を
信
じ
込
ま
せ
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
思
想
鋼
印
」
を
押
す
様
子
が
生
き
生

き
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
節
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
二
〇
七
七
」
は
、
最

近
、
発
売
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ワ
ー
ル
ド
・
ア
ク
シ
ョ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ｒ

Ｐ
Ｇ
『
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
２
０
７
７
』
か
ら
取
っ
た
。
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
の

作
品
群
で
描
か
れ
て
い
る
世
界
が
現
実
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
折
に
触
れ
て

『
三
体
』
三
部
作
を
読
み
返
す
必
要
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

総
じ
て
言
え
ば
、「
反
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
す
る
こ
の
原
稿
に
お
い
て
、

ま
ず
主
題
と
人
物
造
形
の
側
面
か
ら
劉
慈
欣
の『
三
体
』三
部
作
の
分
析
を
試

み
た
。
叙
述
法
や
異
世
界
の
設
定
に
お
い
て
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
と

の
継
承
関
係
を
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
劉
の
『
三
体
』
三
部
作
を
貫
く
精

神
の
中
核
は
、
や
は
り
、
近
現
代
中
国
の
歴
史
体
験
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
三

体
人
に
虫
け
ら
と
罵
ら
れ
、
完
全
に
し
ょ
げ
て
し
ま
っ
た
丁
儀
や
汪
淼
な
ど

の
科
学
者
を
励
ま
す
史
強
は
、
中
国
人
特
有
の
粘
り
強
い
精
神
を
体
現
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
人
類
が
全
体
と
し
て
描
か
れ
た
た
め
、『
三

体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
羅
輯
や
『
三
体
Ⅲ
死
神
永
生
』
の
程
心
を
ふ
く
め
、
作

中
人
物
の
平
面
化
や
人
間
関
係
の
図
式
化
は
免
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
三

体
』
の
中
心
人
物
の
葉
文
潔
の
造
形
に
成
功
し
た
た
め
、
劉
は
読
者
の
心
を

鷲
掴
み
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
慈
愛
に
満
ち
た
母
と
し
て
登
場
し
て
お
き
な

が
ら
文
潔
は
、
本
質
か
ら
し
て
そ
の
分
身
で
あ
る
「
智
子
」
と
同
様
に
、
人

類
に
と
っ
て
の
は
じ
め
て
の
異
「
性
」＝
異
「
星
」
人
で
あ
る
。
続
い
て
「
技

術
爆
発
」
と
「
思
想
鋼
印
」
と
い
う
特
殊
用
語
を
軸
に
、『
三
体
』
と
い
う
中

国
Ｓ
Ｆ
が
現
代
社
会
に
も
た
ら
す
啓
示
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。

　

劉
慈
欣
が
独
り
で
中
国
Ｓ
Ｆ
の
水
準
を
世
界
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
間
、
劉
の
よ
う
な
作
家
が
輩
出
す
る
の
で

（
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は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。
中
国
は
経
済
発
展
の
た
め
、
二
十
世
紀
の
九
〇

年
か
ら
実
利
を
重
ん
じ
る
時
代
に
入
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
文
化
の
混
沌
期
は

い
ま
し
ば
ら
く
続
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
あ
と
十
年
が
あ
れ
ば
、
中

国
は
文
化
絶
頂
期
に
入
る
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
適
切
的
に
言
え
ば
、
文
化

的
健
全
期
に
入
る
だ
ろ
う
。
文
化
が
次
第
に
豊
か
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
文

化
の
創
造
性
に
お
い
て
も
大
き
な
進
歩
が
見
受
け
ら
れ
る
。
結
果
的
に
、
中

国
Ｓ
Ｆ
も
ま
た
黄
金
時
代
に
突
入
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
途
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
挑
戦
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
二
〇
七
七
年
と
い
う
未
来
の
視
点
か
ら
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
言
葉
を
援
用
す
れ
ば
、「
そ
れ
は
最
良
の

時
代
で
も
あ
っ
た
し
、
最
悪
の
時
代
で
も
あ
っ
た
」（
原
文
：It w

as the best 

of tim
es, it w

as the w
orst of tim

es

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）	

夏
明
亮
・
劉
慈
欣
、「
當
代
中
國
科
幻
第
壹
人
」、『
名
人
傳
記
』
二
〇
一
五
年
二
月

号
、
河
南
文
藝
出
版
社
、
一
六
頁
。

（
２
）	

鄭
長
寧
・
劉
慈
欣
、「
用
文
學
的
方
式
呈
現
科
學
之
美
」、
天
津
日
報
二
〇
一
五
年
一

月
八
日
、
天
津
日
報
社
、
一
三
頁
。

（
３
）	

コ
ロ
ン
ボ
の
共
同
墓
地B

orella C
em

etery

に
ア
ー
サ
ー
・C

・
ク
ラ
ー
ク
が
眠
っ
て

い
て
、
そ
の
墓
碑
に
は
、「H

e never grew
 up, but he never stopped grow

ing

」
と

い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
日
本
語
は
、「
彼
は
決
し
て
大
人
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
成
長
を
止
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
な
る
。

（
４
）	

ち
な
み
に
、
同
じ
趣
旨
の
も
の
は
、
劉
慈
欣
の
二
〇
一
九
年
の
初
来
日
を
き
っ
か
け

と
し
て
考
案
さ
れ
た
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
の
「
特
集
：『
三
体
』
の
科
学
」
だ
っ
た
。「
特

集
：『
三
体
』
の
科
学
」https://w

w
w

.nikkei-science.com
/202003_026.htm

l

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
六
日
）

（
５
）	
吳
越
、「
給
『
三
體
』
挑
物
理
學
硬
傷
」、
文
匯
報
二
〇
一
三
年
八
月
三
十
一
日
、
文

匯
新
民
聯
合
報
業
集
團
、
九
頁
。

（
６
）	

李
淼
、『「
三
體
」
中
的
物
理
學
』、
湖
南
科
技
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
八
頁
。
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（
７
）	

同
上
、
九
頁
。

（
８
）	

劉
慈
欣
、「
西
風
百
年
―
淺
論
外
國
科
幻
對
中
國
科
幻
文
學
的
影
響
」、『
劉
慈
欣
談

科
幻
』、
湖
北
科
學
技
術
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。
今
回
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
紙

製
の
本
を
取
り
寄
せ
る
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
電
子
版
を
参
考
し
ま
し
た
。

	
https://w

w
w

.xstt5.com
/kehuan/12575/699492.htm

l

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一

年
一
月
二
十
七
日
）

（
９
）	
黃
永
明
、「
每
壹
個
文
明
都
是
帶
槍
的
獵
手
」、 

南
方
周
末
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
一

日
、
廣
東
南
方
日
報
出
版
社
、
二
七
頁
。

（
10
）	

劉
慈
欣
、「
超
越
自
戀
―
科
幻
給
文
學
的
機
會
」、『
劉
慈
欣
談
科
幻
』、
湖
北
科
學
技

術
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。
今
回
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
紙
製
の
本
を
取
り
寄
せ
る

時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
電
子
版
を
参
考
し
ま
し
た
。

	
https://w

w
w

.xstt5.com
/kehuan/12575/699503.htm

l

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一

年
一
月
二
十
八
日
）

（
11
）	

劉
慈
欣
著
、
大
森
望
・
立
原
透
耶
・
上
原
か
お
り
・
泊
功
訳
、『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』、

早
川
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
一
一
三
頁
。
ち
な
み
に
、
パ
ス
カ
ル
の
名
言
「T

o the 

tim
e to life, rather than to life in tim

e
」
か
ら
来
て
い
る
説
が
あ
る
。
そ
の
関
連
性

は
、『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』
の
中
に
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

劉
慈
欣
・
吳
巖
、「『
三
體
』
與
中
國
科
幻
的
世
界
旅
程
」、
文
藝
報
二
〇
一
五
年
九

月
二
十
五
日
、
人
民
文
学
出
版
社
、
三
頁
。

（
13
）	

青
野
繁
治
、「
扁
形
人
物
と
円
形
人
物
」、『
文
藝
学
新
概
念
辞
典
』、
文
化
藝
術
出
版

社
、
一
九
九
〇
年
。
今
回
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
紙
製
の
本
を
取
り
寄
せ
る
時
間
が

な
か
っ
た
た
め
、
電
子
版
を
参
考
し
ま
し
た
。

	
http://w

w
w

.lang.osaka-u.ac.jp/~s_aono/zjcidian/cihui/w
enxuepiping/

bianxing.htm

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
八
日
）

（
14
）	『
三
体
』
の
表
向
き
の
主
人
公
は
、
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
開
発
者
の
汪
淼
と
な
っ
て
い

る
が
、
真
の
主
人
公
は
紛
れ
も
な
く
葉
文
潔
だ
ろ
う
。

（
15
）	

劉
慈
欣
著
、
立
原
透
耶
監
修
、
大
森
望
・
光
吉
さ
く
ら
・
ワ
ン
チ
ャ
イ
訳
、『
三
体
』、

早
川
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
一
九
四
―
一
九
五
頁
。

（
16
）	

同
上
、
一
三
〇
頁
。
次
の
頁
で
葉
は
「
女
は
、
流
れ
る
水
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
障
害

に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
融
通
無
碍
に
そ
の
上
を
乗
り
越
え
、
ま
わ
り
を
迂
回
し
て
流
れ

て
い
く
べ
き
な
の
に
」
な
ど
の
意
見
を
述
べ
た
。

（
17
）	

同
上
、
三
五
〇
頁
。

（
18
）	

同
上
、
一
六
頁
。

（
19
）	

舘
障
・
佐
藤
誠
・
廣
瀬
通
孝
監
修
、
日
本
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
学
会
（
編
）、

『
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
学
』、
東
京
コ
ロ
ナ
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
八
―
一
三

九
頁
。

（
20
）	

妻
の
荘
顔
が
羅
輯
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
理
想
の
女
性
の
具
現
化
と
し
て
登
場
し
、
羅
と

恋
に
落
ち
る
た
め
に
羅
が
住
む
別
荘
に
赴
い
た
。
二
人
の
間
に
娘
が
生
ま
れ
た
あ
と

に
、
母
娘
と
も
世
界
的
権
威
が
羅
輯
と
政
治
的
駆
け
引
き
を
す
る
た
め
の
道
具
に
さ

れ
る
。

（
21
）	

劉
慈
欣
著
、
立
原
透
耶
監
修
、
大
森
望
・
光
吉
さ
く
ら
・
ワ
ン
チ
ャ
イ
訳
、『
三
体
』、

早
川
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
四
三
三
頁
。

（
22
）	

劉
慈
欣
著
、
大
森
望
・
立
原
透
耶
・
上
原
か
お
り
・
泊
功
訳
、『
三
体
Ⅱ
黒
暗
森
林
』、

早
川
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
一
三
頁
。

（
23
）	

同
上
、
一
四
頁
。

（
24
）	steptoem

en.w
ordpress.com

/2012/09/24/

一
个
社
会
学
家
对
黑
暗
森
林
法
则

的
反
驳/

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
月
三
十
一
日
）

（
25
）	

エ
リ
ッ
ク
・
ブ
リ
ニ
ョ
ル
フ
ソ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
カ
フ
ィ
ー 

著
、
村
井
章
子

訳
、『
ザ
・
セ
カ
ン
ド
・
マ
シ
ン
・
エ
イ
ジ
』、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
五
年
、
八
四
頁
。

（
26
）	

同
上
、
八
六
頁
。

（
27
）	

実
は
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
現
代
の
一
部
の
物
理
学
者
と
神
経
科
学
者
た
ち
の
主
張
で

あ
る
。

（
28
）	

情
報
の
繭
と
い
う
概
念
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
授
で
オ
バ
マ
大
統

領
の
法
律
顧
問
を
務
め
る
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
氏
が
二
〇
〇
六
年
に
著
し
た

『
情
報
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
群
衆
は
い
か
に
し
て
知
識
を
生
産
す
る
か
（
イ
ン
フ
ォ
ト

ピ
ア
：
集
合
知
の
生
成
／Infotopia: H

ow
 M

any M
inds Produce K

now
ledge

）』
の

中
で
紹
介
し
た
も
の
だ
。

	

サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
討
を
通
じ
て
、情
報
発
信
に
お
い
て
、

大
衆
自
身
の
情
報
ニ
ー
ズ
が
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
大
衆

は
自
分
が
選
ん
だ
も
の
や
自
分
が
喜
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
に
し
か
注

目
せ
ず
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
「
繭
」
の
よ
う
な
「
繭
」
に
自
分
を
縛
り
付
け
て
し

ま
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。https://hinative.com

/en-U
S/questions/16979277

（
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
一
月
三
十
一
日
）

（
29
）	
ち
な
み
に
、
中
国
語
で
は
、
こ
れ
が
「
小
強
精
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の

「
強
」
は
、
史
強
の
名
前
と
対
応
し
て
い
る
。
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